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研究課題名「ICU acquired weakness患者の機能的予後および CT画像上の筋
萎縮に関連する因子の検討」に関する情報公開 

 
１．研究の対象 
本研究の対象者は，2017年4月1日から2023年8月31日の間に，名古屋大学医学部

附属病院集中治療室(EMICUまたはSICU)に入室し，ICU acquired weakness(ICUAW)と

診断された患者です． 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 

ICUAWと診断された患者において，退院時の機能的自立度評価（FIM: functional 

independence measure）に影響する因子を後方視的に探索します．入院中に撮像され

たCT画像データを用い，腸腰筋・傍脊柱筋の筋肉横断面積の短期的な減少にも着目し

解析を行います． 

 

研究方法： 

当施設では先行研究課題「ICU acquired weakness患者のADLに対する精神機能およ

び認知機能の影響」の枠組みにおいて，せん妄評価スケール，身体機能（FIM，握力，

pinch力など），精神機能スケール（apathy scale，エドモントン症状評価，

vitality indexなど），認知機能スケール（Mini-Cog，MoCA-Jなど）を入室中1週間

ごと，ICU退室後2～4週間ごとに評価して参りました．今回の研究では，これらの収

集済み情報に加え，ICU入室前後2週間以内に臨床的必要性に基づいて撮像されたCT

画像検査を解析します．具体的には，第3～4腰椎レベルの腸腰筋・傍脊柱筋の横断面

積，体表面長，皮下脂肪面積を測定します．その後も退院までの間に撮像されたCT画

像において同項目を測定し，その変化量を算出します．また入院中に使用した薬剤情

報も収集します． 

 

主要アウトカム：退院時の機能的自立度（FIM，0‒128点） 

副次アウトカム：FIM75，90，100を達成するまでの日数など 

 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2027 年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 



 

 

 

情報：生年月日，カルテID番号，教育歴，家族構成，精神機能，認知機能，主病名，

入院中の使用薬剤，人工呼吸器等の機械的サポート使用期間，入院中のCT画像 等 

 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい． 

 ご希望があれば，他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で，研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい． 

また，情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので，下記の連絡先までお申出

ください．その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません． 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

1) 

〒466-8560 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65 医系研究棟1号館9階 

名古屋大学大学院医学系研究科 神経内科学 

TEL：052-744-2391 

氏名：小原一輝 

2)  

〒466-8560 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65  

名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション部 

TEL：052-744-2687 

氏名：青山佑介 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 神経内科学 

教授 勝野 雅央 


